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施設長 三木 千晶 

【春を待ちながら】 

 

陽春の候、ますますお健やかにお過ごしのことと、お慶び申し上げます。 

また日頃より聖芳園の運営につきまして、格別のご配慮をいただき厚く感謝

申し上げます。 

令和 6 年度は赤字特養が全国の６０％以上に及ぶ状況を踏まえた上で、介

護報酬改定が行われました。複雑な加算取得に向け、各職種で取り組むこと

ができたことで改正時の混乱はほとんどなくスタートできました。次回改定

までのこの３年間の中でどこまで今後を見据えた持続可能な事業所として、

介護ロボット、ICT 化の拡大等事業内容を検討し、計画的に進めていくかが問われています。また、

収支の厳しい在宅部門では他居宅や地域へどのようなアピールができるのか、何か新たな取り組み

ができないか等検討を重ね、実行していきたいと考えています。 

国内の労働人口等何十年も前からわかっていたことではあるものの、いよいよ情勢は大きく変化し

ています。社会福祉法人として、変化の歩みが少ないということは現状では、後退していると考えざ

るを得ないということを受け入れながら、少し先を見渡せるように法人全体として取り組んでまい

ります。 

 

札幌厚生会は、数少ない措置制度（生活保護法）上に位置付けられる救護施設、妊娠中から就学ま

で子育て期間を支援する児童福祉施設、お元気な時から介護を必要とする時期まで伴走する高齢者

福祉事業所と 3 つの種別があり、少し個性的な法人です。現在、法人全体の経営という視点から『Ｓ

ＫＩプロジェクト』と題した中長期計画を掲げ、様々な改革に遅まきながら取り組み始めています。

その取り組みに法人の情報発信の在り方もあり、従来の紙媒体中心から、昨年は法人ホームページを

リニューアルし、幅広く若年層にも届くようにと考えたインスタグラムも、今さらながらですが始め

た次第です。 

特養が開設された 1974 (昭和４９) 年から毎月、隔月、季刊、この数年は１年に１回程度の発行

となり『聖芳園だより』は前回までに 270 号を数えていました。宣伝ベタで、地味な法人ではあり

ますが、安心して長く働く職員の多さなど魅力の発信を今後はより一層工夫していきたいと考えて

います。 

長く発行した『聖芳園だより』を最終号とすることに、一抹の淋しさと関わってくれた多くの職員

へのこころ苦しさを感じるところではありますが、今後は別な姿で、施設の情報発信に努めてまいり

たいと考えておりますので、ご理解いただけますようにお願い申し上げます。 

 

心身ともに重度化するお客様や多様化するご家族の状況、制度としても要求される水準の高さ等、

難しさは増しています。足元から、できることから一歩ずつですが、お客様にとって聖芳園のサービ

スを利用して良かったと感じてもらえて、職員にとっても働きやすい職場であるように体制を整え

てまいります。 

これからも当法人、聖芳園へのご支援をよろしくお願いいたします。 

季節の変わり目、またお忙しい日々が続くかとは存じますが、みなさまのご自愛を心からお祈りし

ております。  
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ここ数年、外出や面会もままならぬ状況だったため、ご家族の 

皆様にとっては、聖芳園ではどのような生活をされているのか 

心配されていたのではないでしょうか？ 

そこで今回は、普段の生活が少しでも感じていただけるよう 

多くの写真で普段の様子を伝えることができればと考えました 

 

聖芳園では年間を通して様々な行事が行われています 

園内の行事から外出行事、季節を感じられるレクリエーション 

美味しい食事会など、職員と一緒に色々なことを行なっています 

そんな日常を少しでも感じていただければと思います 
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 寿 司 昼 食 会 

お寿司美味しそうです 

お寿司を前にすると笑顔になりますね 
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 買 い 物 ツ ア ー 

梅干し好きなのですね？ 

たくさん購入しました 
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 セ ン タ ー 祭 

ビンゴ、当たりました？ 

今回はキッチンカーも来ました 

プロの歌手も来園‼ 

ご家族もいっぱい来てくれました 
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 敬 老 祭 

一緒に「ワッショイ‼」 

おめでとうございます 
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 の 母 日 
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 父 日 の 
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 在 宅 サ ー ビ ス 

レクリエーションも体操も‼ 

サービスの説明はしっかり分かりやすく行ないます 

地域の皆様との交流 

買い物等のお手伝いも行ないます 



公益事業 

地域の皆様のご協力をいただきながら西の里虹サロンを開催しています。 

今後も地域の福祉事業者やボランティアと協働し気軽に集える機会を継続してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別養護老人ホーム聖芳園／ショートステイ：（011）３７５－３１２６ 

聖 芳 園 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー：（011）３７５－５０７０ 

聖芳園ホームヘルパーステーション：（011）３７５－５０８０ 

聖 芳 園 居 宅 介 護 支 援 ス テ ー シ ョ ン：（011）３７５－３２４５ 

北 広 島 市 き た 高 齢 者 支 援 セ ン タ ー：（011）３７５－５８８８ 

 

ホームページ：http://www.seihoen.or.jp 

〒061-1102 北広島市西の里 347 番地４ 

西の里虹サロン 

地域の方が気軽に参加し、集える場として地域のボランティアと共に開催しております。 

近所に友達がほしい、お茶を飲みながら気軽に話したい、楽しく体を動かし認知症予防を

したい、専門職に相談があるなど、どなたでも参加できます。 

 

○日時：毎月第 3 土曜日 13 時半から 1５時 

（現在は飲食を控え時間を短縮し開催しています） 

○場所：西の里会館 集会室 

○参加費：お茶菓子代２00 円（行事などにより別途負担いただくことがあります） 

○申し込み：不要 直接会場にお越しください 

【編集後記】 

今回は「聖芳園の行事」をテーマに作成しました。コロナ禍では聖芳園でも様々な行事が中止とな

り、ご家族の面会もお断りする状況が長らく続きましたが、最近はようやく今までと同様の生活が戻

ってきました。状況によっては今後も面会をお控えいただくことがあると思いますが、その際はご協

力をお願いいたします。 

 

現在当法人では、社会福祉法人を取り巻く社会情勢の変化を踏まえ、施設単独ではなく、法人全体

の経営という視点から「ＳＫＩプロジェクト」と題した中長期計画を掲げ、様々な改革に取り組んで

おります。 

その取り組みの一つとして、施設（法人）の情報発信の在り方について検討した結果、これまでの

紙媒体での発信から、各施設のホームページや昨年からスタートしたＳＮＳを活用した発信へとシフ

トすることとし、今号をもって「聖芳園だより」を最終号とすることにいたしました。 

今後は媒体を変えたうえで、法人としての姿や施設の情報発信に努めてまいりたいと考えています。

これからもどうぞよろしくお願い致します。 

広報委員 清水康夫 

聖芳園ホームページ 札幌厚生会 Instagram 

http://www.seihoen.or.jp/

